
《 コラム 》Vol.31 
ノビサック開発の話（その 2） 工業用指サックをどうやって一般市場に？ 

 

さて、今回はコラム Vol.29 の続きになります。 
工業用指サックをどうやって一般市場に知ってもらうか、のお話です。 

 
工業用指サックにも様々な種類がありますので、 
まずは一般市場に受けそうなタイプを選出することにしました。 

 
一般的な工業用指サックは、縁がリング状に太くなっている口巻付きのロール

タイプ。 
形状がコンドームの様な指サックですね。 
このロールタイプは装着しやすいのですが、口巻部分で締め付け感があります。 
ロールタイプの締めつけ感は個人的にはあまり好きではありません。 
なので、口巻部分の無いカットタイプを採用することにしました。 

 
既存の製品は 63 ㎜と少し長めなので、 
カットタイプですと装着するのがちょいと難しいです。 
指サックは装着してもらわないと話になりません。 
そこで装着しやすいように、少し短めの 45 ㎜にすることにしました。 

 
さて、色はどうしよう･･･。 
一般の工業用指サックの色は通常天然のゴムの色です。 
少し黄色見のある透明がかったゴムの色。 
この色ですとなんだか芸がありません。 
他には白色のものもありますが、これも今一。 
そこで･･･可愛らしいピンク色を採用することにしました。 
この淡いピンク色、着けていてもわりと目立ちません。 

 
一般市場に広める工業用指サックの選択は、 
長さ 45 ㎜、カットタイプ、ピンク色、とすることにしました。 

 
余談ですが、ピンク色の工業用指サックは、日本の工業用指サックメーカーのハ

ナキゴムさん、鈴木ラテックスさん、船堀ゴムさん（2012 年オカモト株式会社

の完全子会社化）、では作られていません（でした）。 
最近は鈴木ラテックスさんもピンク色の指サックを製造しているみたいです。 

 



次に、この工業用指サックの特徴をどのように一般の方々に知ってもらおうか

です。 
また、この指サックの装着方法も伝える必要がありました。 
カットタイプの工業用指サックは、慣れないとなかなか装着が難しいと思いま

す。 
しかもこの装着方法の説明がイラストだとなかなか分かりづらい。 
どこの馬の骨かもわからない「工業用指サック」の特徴や装着の仕方を皆さんに

伝えなければなりません。 

 
そこで動画を撮影し、YouTube にアップロードしてみることにしました。 

 
たまたま知人のタイ人が、ある商品で動画を撮影した経緯がありました。 
その人に動画の作り方を聞いてみると、 
「簡単な動画編集だったら Windows の無料ソフト「ムービーメーカー」が使え

るよ。」 
とのこと。 
何ぃ？ むぅ・びぃ・めぃ・かぁ？ 
そんなソフト聞いたことがなかったので、愛用のパソコン（Windows 使用）の

中を覗いてみると･･･ありましたっ！ ムービーメーカー！ 

 
試しに i-Phone で少し動画を撮影してみて、ムービーメーカーで編集してみる

と･･･確かに動画が作れそうです。 
しかも、無料で！ 

 
さて、どのような動画を撮影しようか・・・。 
工業用指サックの薄さ、柔らかさ、をいかに表現するか 
動画の構想に約 2 ヶ月費やしました。（絵コンテを描いたりもしました。） 
そして動画の撮影、編集に約 1 週間。 
そして出来た動画がこんな感じになりました。 

https://youtu.be/FvagitBSmkQ 
（当時の動画撮影時は、まだパッケージがありませんでした。） 

 
この動画の中にティッシュのように指サックを取り出すシーンがありますが、 
個人的に面白かったので、実用新案に登録してみました。（完全に趣味の範囲で

すが･･･） 

 
出来上がった動画を、ムービーメーカーを教えてくれた知人のタイ人に見ても



らったところ、 
「It’s Great !」絶賛してくれました。 
 

この動画で何とか工業用指サックの良さを皆さんに分かってもらえると思いま

した。 

動画はダイレクトメールやクラウドファンディングでとても役に立ちました。 
ありがとう！ むぅ・びぃ・めぃ・かぁ～！ 

 
話が長くなりますので、今回はこの辺で。 

 
以下、余談です。 
この知人のタイ人はとても珍しい人でした。 
アメリカの大学の理系修士課程を卒業した才女です。 
（めちゃくちゃ頭が良い！） 
スマホを分解して改造することもできるとか。 
そして、栄養ドリンクを製造する有名企業のお嬢様ときたもんだ！ 
（めちゃくちゃお金持ち！） 
なんで彼女と巡り合うことが出来たのか、とても不思議です。 
きっと神様が、私が動画を作れるように、彼女に会わせてくれたんだと思います。 
世の中偶然はありません、全て必然です･･･なんてね。 


